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Ⅰ．緒言

　「打つ」「捕る」「投げる」「走る」など様々な身体

運動を含む，ベースボール型のチームスポーツである

（伊藤，2017）ソフトボールは，1996 年のアトランタ

オリンピックで初めて正式種目となり，日本代表女子チ

ームはこのアトランタオリンピック 4 位，2000 年のシ

ドニーオリンピック銀メダル，2004 年のアテネオリン

ピック銅メダル，2008 年の北京オリンピック金メダル

と，世界でも日本は強豪国と言われるレベルに達してい

る．近年のソフトボールにおいて，戦術の重要度は高ま

り，「投げて」「打って」「捕る」といったことについて

は，高度なスキルまで一般に広く知られるようになっ

た．また，効率の良いトレーニングによって選手の身体

能力は向上しており，選手の能力による優劣はつきにく

く，バットなどの道具の改良が拍車をかけている（福田，

2018）．

　公益財団法人日本ソフトボール協会は，ソフトボール

競技のさらなる普及をめざし，国内では，学校の体育授

業での展開を視野に，野球とも連携を図り，授業の中で

行うことのできる「ベースボール型」の指導方法や簡易

ゲームの提供等，学校体育推進委員会を中心にソフトボ

ールの普及振興に力を注いでいる（公益財団法人日本ソ

フトボール協会 Web サイト，2020.11.26 閲覧）．そのた

め，体育の授業やクラブ活動など正課内外を問わず，学

校管理下においてソフトボールは盛んに行われている．

一方，ソフトボールでは，練習・プレー中に起こり得る

問題として，外傷・障害が多く報告されている（中平ほ

か，1982；中平ほか，1985；中平ほか，1986）．ソフト

ボールでは捻挫，骨折，打撲が多く，四肢の外傷・障害

が 8 割を占め，さらに上肢の外傷・障害が多いとされて

いる（高沢ほか，1985）．スポーツ活動中の外傷・障害

のリスクをゼロにすることは極めて難しいが，ソフトボ
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ール競技を普及させる，特に学校管理下での活動を推し

進める場合には，可能な限り外傷・障害リスクを低減さ

せるための工夫を行う必要がある．そのための最初のス

テップとして，どのような外傷・障害が実際に発生して

いるのか，実態を把握することが先決であると考えられ

る．

　そこで本研究では，実際に学校管理下の活動における

ソフトボールに係る外傷・障害発生状況を調査し，外傷・

障害リスクを低減させるための取り組みに資する基礎的

知見を得ることを目的とした．

Ⅱ．調査方法

　独立行政法人日本スポーツ振興センターが発行してい

る『学校の管理下の災害［令和元年版］』（独立行政法

人日本スポーツ振興センター，2019）の，第一編と第二

編を調査した．第一篇は，独立行政法人日本スポーツ振

興センターが平成 30（2018）年度に「死亡見舞金」「障

害見舞金」「供花料」を支給した全事例 487 件を整理，

分類し，統計的に死亡，障害の発生の傾向を示すととも

に発生状況を掲載している．第二編は，平成 30（2018）

年度に最初に医療費の給付を行った負傷・疾病の件数を

掲載している．

　本研究では，調査対象の学校区分を「小学校」「中学

校」「高等学校等・高等専門学校」のみとし，「特別支援

学校（小・中・高）」「幼稚園・幼保連携型認定こども園・

保育所等」は調査対象から除外した．

　学校管理下でのソフトボール競技場面として，本研究

では，①正課内における教科活動として「体育（保健体

育）」，②課外の活動として「体育的部活動」の 2 つの

場面のみを対象とした．

Ⅲ．結果

　表1に，平成30年度の学校管理下の事故における死亡・

障害の発生件数を示した．平成 30 年度において，ソフ

トボール中の死亡事故は小学校（全体 3 件），中学校（全

体 6 件），高等学校等・高等専門学校（全体 7 件）すべ

てにおいて 0 件であった．ソフトボール中の障害の発生

件数は，小学校（全体 11 件）の体育（保健体育）で 1 件，

部活動は 0 件，中学校（全体 84 件）の体育（保健体育）

で 2 件，部活動で 4 件，高等学校等・高等専門学校（全

体 135 件）の体育（保健体育）で 2 件，部活動で 3 件で

あった．また，表 2 に，ソフトボールにおける障害の事

例を示した．

　表 3 に，負傷・疾病の種類別件数を示した．負傷の種

類として，骨折，捻挫，脱臼，挫傷・打撲，靱帯損傷・

断裂，挫創，切創，刺創，割創，裂創，擦過傷，熱傷・

火傷，歯牙破折，その他に分類されている．疾病として，

食中毒，食中毒以外の中毒，熱中症，溺水，異物の嚥下・

迷入，接触性の皮膚炎，外部衝撃等に起因する疾病，負

傷に起因する疾病，その他に分類されている．

　表 4 に，負傷・疾病の部位別件数を示した．部位の分

類は，頭部，顔部（前額部，眼部，頬部，耳部，鼻部，

口部，歯部，顎部），体幹部（頸部，肩部，胸部，腹部，

背部，腰部，臀部），上肢部（上腕部，肘部，前腕部，

手関節，手・手指部），下肢部（大腿部・股関節，膝部，

下腿部，足関節，足・足指部）その他，であった．

Ⅳ．考察

　表 1 を見ると，平成 30 年度の学校管理下においては，

ソフトボールに関連する死亡事故は起きていなかった．

障害の発生件数も各年代の総発生件数に対するソフトボ

ールの割合が，小学校が 9.1%，中学校が 7.1%，高等学

校等・高等専門学校が 3.7% となっており，他の競技に

比べてソフトボールは重大事故が比較的に起こりにくい

傾向がみられた．一方，ソフトボールにおける障害の事

例（表 2）を個別にみると，打撃後のバットやボールが

顔部に当たる事故が小学校 1 件，中学校 2 件，高等専門

学校 3 件と起きており，一歩間違えば重大事故に繋がる

可能性も秘めている．表 3 を見ると，小学校から高等専

門学校まで全ての年代カテゴリーにおいて，部位別件数

の中では顔部が 2 番目に多いため，とりわけ顔部にボー

ルやバットが当たる事故には特に注意する必要がある．

そのため，ソフトボール中に起こり得る重大事故の事例

を挙げ，想定される事故事例と予防策を危機管理として

マニュアル化している団体も存在する（栃木県高等学校

体育連盟，2018）．こういった重大事故を防ぐための安

全教育を引き続きしっかりと全国的に行う必要があり，

そういった取り組みが学校管理下におけるソフトボール

競技が盛んに行われる理由になっていくであろう．

　高校・大学のソフトボール選手を対象にした報告（飯

出ほか，2009）では，ソフトボール選手の外傷頻度は突

き指が一番多く，次いで皮膚損傷，打撲，捻挫，肉離れ，

骨折，脱臼，頭部外傷，歯の折損，アキレス腱断裂など

が多いとされている．表 3 を見ると，平成 30 年度の学

校管理下においても突き指が分類されているであろう，

「挫傷・打撲」の項目が小学校（体育が 305 件，部活動
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表1　平成30年度の死亡・障害の発生件数

死亡の発生件数 単位：件

場合 小学校 中学校 高等学校等・
高等専門学校 計

ソフトボール 体育（保健体育） 0 0 0 0
部活動 0 0 0 0

ソフトボール以外 体育（保健体育） 3 1 1 5
部活動 0 5 6 11

総計 3 6 7 16
総計に対するソフトボールの割合（%） 0 0 0 0

体育（保健体育）の総計に対するソフトボールの割合（%） 0 0 0 0
部活動の総計に対するソフトボールの割合（%） 0 0 0 0

障害の発生件数 単位：件

場合 小学校 中学校 高等学校等・
高等専門学校 計

ソフトボール 体育（保健体育） 1 2 2 5
部活動 0 4 3 7

ソフトボール以外 体育（保健体育） 9 24 27 60
部活動 1 54 103 158

総計 11 84 135 230
総計に対するソフトボールの割合（%） 9.1 7.1 3.7 5.2

体育（保健体育）の総計に対するソフトボールの割合（%） 10.0 7.7 6.9 7.7
部活動の総計に対するソフトボールの割合（%） 0 6.9 2.8 4.2

表2　平成30年度のソフトボールにおける障害の事例

ソフトボールにおける障害の事例
[1] 小学校

場合 学年・性別 障害の種類 備考

体育（保健体育） 6 年・男 歯牙障害
体育の授業中，ソフトボールの試合を行っていたところ，バッターであっ
た他の児童が打撃後にバットを投げたため，キャッチャーをしていた本児
童の口元を直撃した．

[2] 中学校
場合 学年・性別 障害の種類 備考

体育（保健体育）
1 年・男 視力・眼球運動障害 授業中，ソフトボールをしていて，他の生徒が打った後のバットが額に当

たった．

1 年・女 外貌・露出部分の
醜状障害

授業中，運動場でソフトボールをしていたところ，ティーバッティング中
の生徒のうしろに入ってしまい，スイングしたバットが額に当たった．

部活動

1 年・女 手指切断・機能障害
練習中に，校庭でノックを受けていたところ，バウンドしたボールを取ろ
うとしてグローブにそえた指にボールが強く当たり，右手人差指を開放骨
折した．

2 年・女 精神・神経障害
廊下で雑巾がけをし，トレーニングを行っていた．本生徒は顔を下にして
床を見ながら勢いよく雑巾がけをしており，反対方向から同じように雑巾
がけをしていた生徒と頭同士で正面衝突をした．二人とも仰向けにひっく
り返った状態となった．

2 年・女 手指切断・機能障害 校庭でソフトボール部の部活動練習中に，ノックを受けていたところ，右
手薬指にボールが当たった．

3 年・女 手指切断・機能障害 大会の試合中，飛んできたボールを受けようとして，グローブをしていな
い右手小指にボールがぶつかった．

[3] 高等学校等 ･高等専門学校
場合 学年・性別 障害の種類 備考

体育（保健体育）

2 年・男 胸腹部臓器障害 体育のソフトボールの試合でピッチャーをしていたところ，打球が下腹部
に当たった．

2 年・男 外貌・露出部分の
醜状障害

体育でソフトボールをしていた．本生徒は打席でアウトになったため，座っ
て試合を見ようとサードから少し離れた所で座って見学していたが，転がっ
ていたボールを取り，立とうとした瞬間，次の打者の打ったバットが，本
生徒の右眼周辺に当たった．

部活動

1 年・女 視力・眼球運動障害 ソフトボール部の部活動中，ノックの練習をしていたところ，相手の投げ
たボールがそれて，本生徒の右眼を直撃した．

2 年・女 視力・眼球運動障害 他校との練習試合でスコアラーをしていたところ，バッターの打った球が
本生徒の右眼を直撃した．

3 年・男 視力・眼球運動障害
部活動中にノックを受けていて，球を追いかけている途中，他の選手と接
触した．その際，相手の肘が左眼にぶつかり左眼がほとんど見えない状態
になった．
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疾
病

負
傷

に
起

因
す

る
疾

病
計

体
育
（

保
健

体
育

）

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

小
学

校
0

0
2

0
0

0
12

5
19

65
1

中
学

校
1

0
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0
14

9
31

9
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51
2

8,1
59

高
等

学
校

0
0
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0

3
4
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0
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51

6
6,1

53
高

等
専

門
学

校
0

0
1
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0

0
1

0
2

44

全
体

（
ソフ

トボ
ー

ル
含

む
）

小
学

校
3

7
12

6
4

20
9

64
2,4

48
1,4

95
4,3

56
89

,10
9

中
学

校
11

23
2,1

01
0

27
5

14
9

13
,10

6
3,2

23
18

,88
8

23
4,8

77
高

等
学

校
46

11
2,3

78
5

11
9

20
0

14
,49

2
3,0

68
20

,31
9

20
7,6

78
高

等
専

門
学

校
0

0
19

0
1

0
85

19
12

4
1,7

37

部
活

動

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

小
学

校
0

0
2

0
0

0
4

1
7

17
4

中
学

校
0

0
10

0
0

10
10

25
8

46
42

4
4,8

40
高

等
学

校
0

0
91

0
2

4
29

0
38

42
5

3,4
85

高
等

専
門

学
校

0
0

0
0

0
0

1
0

1
3

全
体

（
ソフ
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ー

ル
含

む
）

小
学

校
0

0
24

0
6

3
26

2
10

4
39

9
6,1

28
中

学
校

6
11

2,0
01

0
21

3
14

0
10

,72
2

2,3
25

15
,41

8
15

7,7
09

高
等

学
校

72
8

2,1
67

4
97

19
8

12
,60

3
2,4

70
17

,61
9

14
7,9

01
高

等
専

門
学

校
0

0
17

0
1

0
70

18
10

6
1,0

86
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学校管理下でのソフトボール競技における外傷・障害発生状況について
表
4　
平
成
30
年
度
の
負
傷
・
疾
病
の
部
位
別
件
数

負
傷
・
疾
病
の
部
位
別
件
数

 
単

位
：

件

区
　

　
　

分
頭

部
顔

部
体

幹
部

前
額

部
眼

部
頬

部
耳

部
鼻

部
口

部
歯

部
顎

部
計

頸
部

肩
部

胸
部

腹
部

背
部
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部

臀
部

計

体
育
（

保
健

体
育

）

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

小
学

校
42

7
13

3
15

2
26

7
22

3
21

5
6

14
7

1
2

2
3

35
中

学
校

46
5

71
1,2

58
12

2
43

43
0

54
99

96
2,1

73
92

17
9

95
41

15
16

6
22

61
0

高
等

学
校

34
3

45
75

1
80

20
28

8
46

52
76

1,3
58

70
25

5
84

25
18

17
8

16
64

6
高

等
専

門
学

校
4

0
6

1
0

0
0

0
0

7
0

4
1

0
0

0
0

5

全
体

（
ソフ

トボ
ー

ル
含

む
）

小
学

校
2,9

26
50

2
4,3

80
48

0
14

4
71

7
52

7
2,0

46
76

0
9,5

56
4,0

61
1,4

85
81

5
13

8
52

4
1,5

67
50

4
9,0

94
中

学
校

7,3
79

95
9

13
,77

8
77

7
65

9
2,5

04
67

3
2,1

45
1,1

58
22

,65
3

4,2
28

5,7
22

2,2
20

42
4

78
2

9,1
82

1,3
19

23
,87

7
高

等
学

校
7,9

20
1,1

86
8,7

19
1,0

65
65

5
4,0

24
1,2

23
2,4

89
1,5

40
20

,90
1

2,8
04

8,5
70

2,5
22

61
0

65
1

9,6
98

76
3

25
,61

8
高

等
専

門
学

校
65

12
72

11
11

27
13

29
20

19
5

20
78

14
4

3
50

3
17

2

部
活

動

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

小
学

校
12

1
20

3
0

13
1

8
1

47
0

3
0

0
1

2
0

6
中

学
校

19
4

18
57

6
60

29
26

4
20

47
45

1,0
59

53
12

3
42

16
10

12
6

18
38

8
高

等
学

校
16

4
13

24
6

39
4

14
3

28
29

26
52

8
30

18
3

42
10

14
15

1
11

44
1

高
等

専
門

学
校

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

1
0

0
0

0
2

全
体

（
ソフ

トボ
ー

ル
含

む
）

小
学

校
16

4
25

27
3

21
13

50
19

76
31

50
8

47
69

26
7

13
90

26
27

8
中

学
校

4,9
69

73
4

10
,02

7
55

4
52

3
1,7

74
51

8
1,5

63
77

5
16

,46
8

1,4
69

4,1
32

1,4
50

31
1

37
1

6,9
68

83
0

15
,53

1
高

等
学

校
6,2

51
95

8
5,8

11
89

7
55

4
3,3

24
1,0

64
2,0

33
1,1

96
15

,83
7

1,7
41

7,0
64

2,0
60

51
8

52
2

8,3
85

59
6

20
,88

6
高

等
専

門
学

校
47

11
45

9
6

21
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20
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14
2
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4

3
40

3
13
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区
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肢
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17
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6
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2
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1
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13
4
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0

32
4

19
9
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2

12
0
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35

11
5
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等
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校
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10

7
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17
0

1,6
44

2,0
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5

38
1

25
3

67
3

12
2

1,6
34
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0

6,1
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校
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0

3
3

13
19

1
0

2
4

1
8

1
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体
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ー

ル
含

む
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学
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1,4

10
2,6

68
3,8

78
5,8

71
24

,88
2

38
,70

9
1,8

84
4,8

45
1,7

70
13

,77
1

6,1
99
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,46

9
35

5
89

,10
9
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学
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1,9
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5,1
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7,8

29
10

,86
2
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,16
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,91
8

9,4
91
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,73

3
8,6

35
47

,32
2

13
,41

0
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,59
1

2,4
59

23
4,8

77
高

等
学

校
1,1

75
4,5

74
3,5

26
7,8

00
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,16
9
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,24

4
8,6
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,55
7

9,7
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4
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2
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6
2,5

99
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等
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門

学
校

5
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2
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1

75
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7
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ボ
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4
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6
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3
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1

13
4
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2

17
4
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学
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75
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2

1,5
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1,8
47
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5

24
7

14
3

61
3
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41
11

1
4,8

40
高

等
学

校
41

70
52

89
84

6
1,0
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15

0
29

2
16

4
45

8
94

1,1
58
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3,4
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高

等
専

門
学

校
0

0
0

1
0

1
0

0
0

0
0

0
0

3

全
体

（
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ー

ル
含

む
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小
学

校
60

15
0

32
3

29
1

1,9
13

2,7
37

21
6

41
9

18
1

1,2
24

37
1

2,4
11

30
6,1

28
中

学
校

1,4
43

3,7
20

5,9
53

7,7
22

32
,00

1
50

,83
9

6,3
61

11
,67

5
6,8

36
33

,81
9

8,9
35

67
,62

6
2,2

76
15

7,7
09

高
等

学
校

1,0
07

3,8
87

2,7
55

5,6
33

18
,91

4
32

,19
6

7,1
13

16
,56

9
7,9

91
31

,04
8

7,6
25

70
,34

6
2,3

85
14

7,9
01

高
等
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門

学
校

3
21

21
43

17
6

26
4

59
87

32
25

3
50

48
1
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1,0
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が 77 件），中学校（体育が 3200 件，部活動が 1653 件），

高等学校等（体育が 2147 件，部活動が 1055 件），高等

専門学校（体育が 17 件，部活動が 2 件）と各種類の中

で最も多い数となっており，先行研究と同様の傾向がみ

られた．突き指等の打撲系の負傷は，捕球技術が関係し

ていると考えられ，捻挫等はスライディングの技術等が

影響していると考えられる．つまり，プレーやパフォー

マンスの競技特性が外傷・障害の発生にも当然大きく影

響しているため，不可避な部分は大きいと考えられる．

よって，ある程度プレーに起因する負傷が想定できるた

め，技術練習によって捕球技術やスライディング技術を

向上させることが，少しでも外傷・傷害リスクを低減さ

せることに繋がる可能性が考えられる．また，ソフトボ

ール競技における技術的要因の対策にとどまらず，外傷・

障害を予防するためには多角的な視野での取り組みが重

要で，筋力強化やコンディショニング，ストレッチング，

ウォーミングアップやクーリングダウン，適度な休養な

ど（飯出ほか，2014）を徹底して行わせることも必要で

ある．

Ⅴ．まとめ

　本研究の目的は，学校管理下の活動におけるソフトボ

ールに係る外傷・障害発生状況を調査し，外傷・障害リ

スクを低減させるための取り組みに資する基礎的知見を

得ることであった．得られた主な結果は以下の通りであ

った．

　 1  ）平成 30 年度の学校管理下においては，ソフトボ

ールに関連する死亡事故は起きておらず，障害の発

生件数も各年代の総発生件数に対するソフトボール

の割合が，小学校が 9.1%，中学校が 7.1%，高等学

校等・高等専門学校が 3.7% となっており，他の競

技に比べてソフトボールは重大事故が比較的に起こ

りにくい傾向がみられた．

　 2  ）「挫傷・打撲」の項目が小学校（体育が 305 件，

部活動が 77 件），中学校（体育が 3200 件，部活動

が 1653 件），高等学校等（体育が 2147 件，部活動

が 1055 件），高等専門学校（体育が 17 件，部活動

が 2 件）と各種類の中で最も多い数となっており，

先行研究と同様の傾向がみられた．突き指等の打撲

系の負傷は，捕球技術が関係していると考えられ，

捻挫等はスライディングの技術等が影響していると

考えられる．つまり，プレーやパフォーマンスの競

技特性が外傷・障害の発生にも当然大きく影響して

いるため，不可避な部分は大きいと考えられる．

　以上の結果から，学校管理下の活動におけるソフトボ

ールに係る外傷・障害発生状況の傾向を基にし，危機管

理マニュアルの作成等を行い，安全にソフトボールを行

う環境を整備することが，ソフトボール競技のさらなる

普及につながると考えられる．
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